Ⅴ－２ 国際経済研究会\n国際経済問題の地域的論点：国際経済研究会での議論からの整理 by 塩谷 雅弘

































注目するものである（第 1 回、第 3 回、第 4 回、第 8 回、第 12 回など）。途上国経済から
見れば外国企業の進んだ技術の取り込みに注目するが、先進国経済から見れば国内経済の
一部機能の外国への移転の影響に注目する。また、多国籍企業の活動に注目することもあ
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 る。関連して、児童労働など途上国経済の問題に注目するものもある。第 2 は、国内経済
を外国ショックから隔離するための政策や国内経済制度を外国経済制度に統一化させる政
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日 時間 発表者 発表タイトル 共催 
1 2014.10. 1 水 15:05-16:20 王 思堯 （M1 正木） 
衣料品生産の国際移動 
ーアジアからアフリカへの可能性ー  
2 2014.12.11 木 13:30-15:00 塩谷 雅弘 Global Liquidity  and Drivers of Capital Flows to Emerging Economies  




4 2015. 618 木 13:00-14:30 佐無田 光 グローバル資本主義の機能分業 と日本の地域経済システムの再編成  
5 2015.10. 8 木 13:30-15:00 佐藤 秀樹 
Harmonization on Banking Regulation and 
Supervision 
: The European Banking Union and its Approach  
6 2016.2.23 木 16:00-17:30 池下 研一郎 How Can We Reduce Child Labor?  
7 2016. 6. 9 木 13:00-15:00 正木 響 
Global history of guinée cloth exported to French 
territories 
 in Western Africa via France 1833–1925  
8 2016.10.13 木 13:00-15:00 
郭 良 
（M2 正木） 
Directions and Possibilities of the Monetary Union 




The Effect of Exchange Rate Changes and Firm 
Heterogeneity 
 on Japanese Manufacturing Exports 
【人経３】 
【人融５】 
9 2017. 1.12 木 13:30-15:00 東江 日出郎 フィリピンにおける⺠主的地⽅政治権⼒の誕生と 地域開発へのインパクト 
【人経３】 
【人融５】 
10 2017. 5.18 木 13:30-15:00 小林 信介 『人びとはなぜ満州へ渡ったのか』とその反応 【人経３】 【人融５】 
11 2017. 7.13 木 14:00-15:30 大木 一慶 International intellectual property rights protection  and economic growth with costly transfer 
【人経３】 
【人融５】 
12 2017.12.14 木 13:30-16:00 
佐藤 隆広 
（神⼾大） 
Japanese Multinationals in India 




【他１】 古田 学 
（神⼾大） 
Trade Liberalization and Wage Inequality 
 in the Indian Manufacturing Sector 
13 未定           
出所：著者作成 
注：場所は、人間社会 2 号館 5 階第 3 会議室。発表者氏名の（ ）内は所属。M1、M2 は大学院生修士 1 年、2 年をそれぞれ示し、
その横は指導教員を示す。（ ）がないものは金沢大学経済学経営学系教員。共催研究会は以下のとおり。下の（ ）内は研究代表者。 
【人経３】「経済システムの発展経路と国際的経済関係に関する比較研究（野村眞理）」の研究会 
【人融５】「グローバル経済下における地域システムの再編成、社会的リスク、および地域再生に関する研究（佐無田光）」の研究会 
【他１】科研基盤 C 課題番号 16K03673（加藤 篤行）の研究会 
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